
「奈良県営水道 “ぷらん２０１９”」の概要 

 

 

奈良県の水道のあるべき姿の実現への努力に対し、給水市町村との連携に重点を置いて自らの事業の現状と将来見通しを評価、分析した上で、目指すべき目標を掲げ、その実現方策を示す。奈良県の水道のあるべき姿の実現への努力に対し、給水市町村との連携に重点を置いて自らの事業の現状と将来見通しを評価、分析した上で、目指すべき目標を掲げ、その実現方策を示す。奈良県の水道のあるべき姿の実現への努力に対し、給水市町村との連携に重点を置いて自らの事業の現状と将来見通しを評価、分析した上で、目指すべき目標を掲げ、その実現方策を示す。奈良県の水道のあるべき姿の実現への努力に対し、給水市町村との連携に重点を置いて自らの事業の現状と将来見通しを評価、分析した上で、目指すべき目標を掲げ、その実現方策を示す。    

 

 

 

《計画期間》《計画期間》《計画期間》《計画期間》    平成２２～３１年度平成２２～３１年度平成２２～３１年度平成２２～３１年度    

《目《目《目《目                標》標》標》標》    １１１１        安全でおいしい水道安全でおいしい水道安全でおいしい水道安全でおいしい水道                                ２２２２        災害・事故に強い水道災害・事故に強い水道災害・事故に強い水道災害・事故に強い水道                                ３３３３        経営が安定している水道経営が安定している水道経営が安定している水道経営が安定している水道                                ４４４４        循環型社会に適応した水道循環型社会に適応した水道循環型社会に適応した水道循環型社会に適応した水道    

 

 

 

 

①①①① 原水水質に対応した浄水処理の導入原水水質に対応した浄水処理の導入原水水質に対応した浄水処理の導入原水水質に対応した浄水処理の導入    

下市取水場に粉末活性炭恒久施設を整備し、吉野川

のカビ臭除去を強化します。 

②②②② 水質管理の強化水質管理の強化水質管理の強化水質管理の強化    

水質管理の一元化、水安全計画を策定します。 

③③③③ カルキ臭の低減カルキ臭の低減カルキ臭の低減カルキ臭の低減    

カルキ臭を低減し、おいしい水づくりに取組みます。 

 

 

 

①①①① 水源の弾力的な運用水源の弾力的な運用水源の弾力的な運用水源の弾力的な運用    

利水安全度を考慮した送水を行います。また、事故、渇水時には系統間の融通を適切に行

います。 

②②②② 基幹施設耐震化の推進基幹施設耐震化の推進基幹施設耐震化の推進基幹施設耐震化の推進    

耐震補強が必要な浄水池の補強を平成２４年度までに完了します。 

③③③③ 応急給水体制の充実応急給水体制の充実応急給水体制の充実応急給水体制の充実    

応急給水栓を４１栓増設、災害時支援協力員を５０名に

増員します。 

④④④④ 事故対応（応急復旧）マニュアルの充実、訓練の実施事故対応（応急復旧）マニュアルの充実、訓練の実施事故対応（応急復旧）マニュアルの充実、訓練の実施事故対応（応急復旧）マニュアルの充実、訓練の実施    

事故対応マニュアルの拡充、定期的な訓練を実施します。 

⑤⑤⑤⑤ バックアップ施設の強化バックアップ施設の強化バックアップ施設の強化バックアップ施設の強化    

浄水場の余裕能力の確保、送水管の水融通機能強化、燃

料貯留・薬品備蓄槽の増設を行います。 

⑥⑥⑥⑥ 危機管理体制の強化危機管理体制の強化危機管理体制の強化危機管理体制の強化    

セキュリティ対策を平成２５年度までに完了します。災害時の応急復旧について、民間業

者との協力体制を作ります。 

 

 

 

 

 

①①①① 県営水道の販売促進県営水道の販売促進県営水道の販売促進県営水道の販売促進    

平成 24 年度までに市町村の負担を軽減しつつ、良質、安価なサービスを安定的に行える料

金制度の確立を目指します。 

また、付加サービスの導入、給水エリアの拡大を図ります。 

②②②② 更新計画の見直し・推進更新計画の見直し・推進更新計画の見直し・推進更新計画の見直し・推進    

設備機器の更新基準の策定、コンクリート構造物の計画的

補修等、県営水道資産を適切に維持します。 

③③③③ 自己資本の充実自己資本の充実自己資本の充実自己資本の充実    

国庫補助制度や自己資金を活用して企業債残高の抑制に努

めます。 

④④④④ 業務の集約業務の集約業務の集約業務の集約    

広域管理システムの導入、外部委託の推進等効率的な業務体制を確立します。 

⑤⑤⑤⑤ 人材育成、技術継承人材育成、技術継承人材育成、技術継承人材育成、技術継承    

職員ＯＢの協力、各種研修の強化を図り、民間の技術力についても研究を進めます。 

⑥⑥⑥⑥ 市町村との共同市町村との共同市町村との共同市町村との共同    

維持管理、災害対策の分野で市町村との協力体制を整えます。また、水道料金、広域化に

ついて市町村と共同で研究します。 

 

 

 

①①①① 浄水場発生土の減量及び有効利用促進浄水場発生土の減量及び有効利用促進浄水場発生土の減量及び有効利用促進浄水場発生土の減量及び有効利用促進    

凝集剤の注入率を抑制します。また、浄水場発生土のｐＨ

改善等商品価値を高め、販路の拡大に努めます。 

②②②② 新エネルギー導入の促進新エネルギー導入の促進新エネルギー導入の促進新エネルギー導入の促進    

小水力発電等新エネルギーを積極的に導入し、県営水道の

使用電力の内１５％を新エネルギーで賄います。 

③③③③ 水源環境保全対策の拡大水源環境保全対策の拡大水源環境保全対策の拡大水源環境保全対策の拡大    

水源地の環境保全について引き続き積極的な取組を行います。 

計画の趣旨 

計画の概要 

計画の実現方策 

１  安全でおいしい水道 

２  災害・事故に強い水道 

３  経営が安定している水道 

４  循環型社会に適応した水道 

補修後の浄水池内 

応急給水訓練状況 

水質検査状況 

水道管理センター小水力発電 

（参考資料） 平成 22 年 6 月策定 
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